
悪性神経膠腫に対する
新しい治療法



NCCN guideline 2016

電場療法（Optune)



オプチューン®（NovoTTF-100Aシステム）

• イスラエルで開発された細胞周期を利用した治療。

• 腫瘍治療電場療法（製品名：オプチューン）は膠芽腫
に対する新しい治療法として開発されたもの。

• この治療は脳内に特殊な電場を発生させて腫瘍増殖を
抑制する、膠芽腫に対する新たな治療方法。

• 初回手術後に膠芽腫と診断されて、初期治療の放射線
療法、それと併用して行われる化学療法 (テモゾロミ
ド)を終了した膠芽腫の患者様に維持療法として使用さ
れる治療機器です。



兵庫県で実施可能施設はがんセンター（2月～）を含めて14施設
（播磨以西では赤穂市民病院、姫路赤十字病院、ツカザキ病院、北播磨総合医療センター、西脇市立西脇病院）



Optune（オプチューン）

ARAY

問題点
★剃髪
★頭皮の皮膚障害
★1日平均18時間以上装着で効果あり



腫瘍治療電場療法（オプチューン）
の作用機序

TTフィールド（腫瘍治療電場）療法は、分裂中のがん細胞を標的とし、
アポトーシスをもたらす



Optune
+ TMZ3 466 421 329 252 155 89 56 37 28

TMZ単独3 229 191 144 95 52 26 17 11 7

EF-14：生存期間（最終解析）

OS（⽉）

TMZ単独
Optune + TMZ

OptuneとTMZの併⽤療法群のOS中央値が対照群に⽐べ4.9カ⽉有意差のあったPP解析（n=280）の
中間解析結果が本最終解析（n=695）により確定された1-4,*
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ランダム化からの
OS中央値,⽉1,2 20.8 16.0 

信頼区間95%, ⽉1 19.0-22.6 13.9-18.2
ログランク検定1,2 P <0.0006
HR（95% CI)1,2 0.65（0.54-0.79）

TMZ単独
（n=229）

Optune + TMZ
（n=466）

診断からのOS中央値,⽉1 24.5 19.8
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